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令和４年３月 

串 間 市 議 会 

 



１ はじめに 

串間市議会では、令和３年９月に「議会改革調査特別委員会」を立ち上げ、議員定数をは

じめとする議会改革をどう行うべきかについて調査活動を行っており、調査活動の一つとし

て「串間市議会に関する市民アンケート」を実施しました。 

この度、アンケート調査結果をまとめましたので公表させていただきます。調査に際し、

市民の皆様にご協力賜りましたことを感謝申し上げます。 

 なお、市民の皆様からいただきました貴重なご意見については、議会改革調査特別委員会

において分析をし、議会改革に活用してまいります。 

 

２ 調査方法 

① 対象者       住民基本台帳から無作為に抽出した 18歳以上の 

市民 2,000人 

② 実施期間      令和４年２月４日～２月 25日 

③ 配布・回収方法   郵送による発送・回収 

④ 回答者数      787人 

⑤ 回答率       39.4％ 

 

３ アンケート集計結果概要 

（１）回答者について 

回答者数は 787人、回収率は 39.4％です。 

年代別では 60 歳代の回答者数が 255 人で最も多く、次いで 70 歳以上で 211 人となっ

ており、回答者や回答率は、年代が高いほど高い傾向にあり、年代が低いほど低い傾向

となっています。 

  男女別の回答者数は、女性が 419人、男性が 362人です。女性の方が回答率も高くなっ

ています。 

 

（２）市議会の役割等について 

  市議会の役割について、関心が「ある」と回答した人が 36.6％、「少しある」と回答し



た人が 36.5％となっており、すべての年代において市議会の役割に関心が「ある」「少し

ある」と回答した人が４割を超えています。 

   

次に、市議会で一番発揮されている機能として、「市民意見の市政への反映」が 24.8％、

次いで「市民への説明責任・情報提供」が 20.2％となっていますが、その一方、どこに

も当てはまらないなど無回答の人が 23.0％となっています。 

 

（３）市議会の傍聴について 

市議会の本会議を傍聴したことが「ある」と回答した人が 21.7％に対して、本会議を

傍聴したことが「ない」と回答した人は 77.4％となっており、すべての年代において本

会議を傍聴したことが「ない」と回答した人が７割を超えています。 

 

（４）市議会の取組について 

市議会の本会議をインターネットで視聴したことが「ない」「ほとんどない」と回答し

た人が約８割となっており、年代別では、20歳代で 89.2％、70歳以上で 84.9％の順で高

くなっています。 

 

次に、市議会だよりを「読んでいる」「時々読んでいる」と回答した人が約８割となっ

ています。年代別の回答者や回答率は、年代が高いほど読んでいる傾向にあり、年代が低

いほど読んでいる傾向は低くなっています。 

 

次に、市議会ホームページを見たことが「ある」「時々ある」と回答した人が 28.2％と

なっていますが、見たことが「ない」と回答した人が約７割となっています。この傾向は

すべての年代とも共通した傾向となっています。 

 

次に、市議会では市民に分かりやすい活動を行ってきましたが、その取組を「評価する」

「ある程度評価する」と回答した人が約５割となっていますが、約２割の人が「評価しな

い」と回答しました。 

 



次に、市議会は市民の福祉の向上のために取り組んでいるかという問いに、約６割の人

が「思わない」「わからない」と回答しました。この傾向はすべての年代とも共通した傾

向であります。 

 

（５）串間市議会の議員定数等について 

串間市議会の議員定数について「多い」と回答した人が 76.7％に対し、「今のままでい

い」は 11.1％となっています。そのうち、「多い」と回答した人の割合は、年代が高いほ

ど多い傾向にあります。 

 

次に、串間市議会議員の報酬について「多い」と回答した人は 56.3％、「今のままでい

い」と回答した人は 21.0％、「わからない」と回答した人は 16.8％となっています。その

うち、「多い」と回答した人の割合は、年代が高いほど多い傾向にあります。 

 

次に、串間市議会議員の政務活動費について「多い」と回答した人は 60.7％、「わから

ない」と回答した人は 19.9％、「今のままでいい」と回答した人は 11.8％となっています。 

 

（６）その他 

今後市議会議員選挙に立候補したいと「思わない」「あまり思わない」と回答した人が

93.3％と多かったものの、「思う」「まあ思う」と回答した人が 29人となっています。 

 

（７）市議会についてのご意見やご要望の自由記述の概要 

  アンケートの回答をいただいた 787人のうち、自由記述の記入があった人は 376人、率

にして 47.8％でありました。 

 ◆主な意見の分類 

  市民の皆様からさまざまな貴重なご意見があり、明確に分けるのは難しい部分もありま

すが、市議会に関する市民アンケートという趣旨から意見を分析するため、主に以下のよ

うな分類としました。 

 

 



 ◎議会、議会運営について（77件） 

   市民の意見をもっと反映させるべき。議会の報告・活動をもっと市民へ情報提供して

ほしい。串間市の活性化のためにご尽力いただきたい。一般質問の時間が長い。などが

主なものです。 

 ◎議員について（50件） 

   市議会議員の活動内容が分かりにくい。政治家としての自覚と責任を胸に刻み行動し

てほしい。などが主なものです。 

 ◎議員定数・報酬などについて（130件） 

   議員数が多すぎるとの意見が多く、その主な理由は、市の人口に対し多すぎるなどで

す。また、議員報酬や政務活動費についても同様の意見が多くありました。 

 ◎テレビ報道を受けて（64件） 

   串間市民としてとても恥ずかしい。がっかりした。などが主なものです。 

 ◎議会広報について（3件） 

   市議会だよりを読む機会がない。時代に合った手段が必要ではないか。などです。 

 ◎市民アンケートについて（5件） 

   アンケートをとる必要はない。本当に私たち一般市民の声は届くのでしょうか。など

です。 

 ◎市の施策に対する要望について（27件） 

   税金を安くしてほしい。企業誘致。少子化対策。農業問題の取組。などが主なもので

す。 

 ◎その他感想（20件） 

   アンケートを見て、初めて市議会ホームページを見ました。串間市民のために頑張っ

てほしい。などです。 

 

  市民の皆様からさまざまな貴重なご意見をいただきました。 

   

４ 今後の取組について 

今回のアンケート調査結果を参考としながら、議員定数をはじめとする議会改革につい

て更に進めていきます。 


